
管理区分A：随時　Ｂ:年数回　Ｃ年一～二回（季節）

ＧＷ 夏 R2XXX 秋（冬季前） 冬季

1 発電機の燃料補充（レギュラガソリン） 金属製の赤色のガソリン専用容器でスタンドへ（その他の容器は法定外のため給油拒否される）　　取説は小屋のファイルにあり　杉の沢JAスタンドの会員カードは小屋にあり A 発電機が廻らない（燃料切れ） ○ ○ ○ ◎（冬季分の荷揚） 不可
2 発電機の点検整備（Ｍ） ４サイクルエンジン　オイル交換（乗用車オイル）、フィルター洗浄（灯油使用）、プラグカーボン落とし（専用レンチ有）　取説は小屋のファイルにあり Ｃ エンジン故障 ○
3 発電機のエンジンオイル（備蓄） 交換一回につき200CC程度必要。　ガソリン自動車用SE、ＳＦ、ＳＧ、ＳＨなどを置いておく（自宅でオイル交換した余りなど持ってくる） Ｃ エンジン故障
4 バッテリーのチャージ（発電機を回したとき常夜灯のバッテリーチャージ（50時間毎）、自動車用充電コードを用い、発電機DC12V端子よりチャージ端子台へ充電（注意　コードの短絡） Ｂ バッテリー上がり（一度あがると再用不可○ ○ ○ ○ ○
5 配電線の劣化・断線確認 配線のヒビ・劣化の確認、バッテリー端子などのホコリなどを取る。 Ｃ 漏電・ショート（発火の事故） ○
6 水道管のエア抜き・点検 エアーがたまるとブレークして自然揚水不能　（冬季は水抜き？：現在ソーランホースのため破裂しないため不要？）。配管口ゴムパッキンを落とさないように（特に井戸の中へ） Ｂ～Ｃ ○ 時期を特定せず調子が悪くなったら不可
5 予備ポンプの使用・点検・管理（Ｍ） 使用後はドレインコックを開けて水を抜いた状態で乾かし保管　　緊急用ポンプだが、故障防止に年１回は空回しておく　２サイクルエンジン（混合燃料１：２５　*1）。　取説は小屋のファイルＣ エンジン故障・錆びつく ○ 不可
7 草刈機の点検整備（Ｍ） 回転部のモリブデングリスを交換（年１回）　取説は小屋のファイルにあり　回転刃、ナイロンコードも消耗品 Ｃ 草刈機の故障 ○
8 小屋周囲と林道の草刈 草刈りしないと蛇やネズミ、虫が小屋に寄りやすくなる。湿気にも効果有り？笹藪は刈らないとどんどん浸食してくる。 Ｂ 左の通り ○ ○
9 掃除機（Ｍ） 掃除機フィルタの購入・補充 Ｃ ○
10 電灯（シャンデリアの清掃） ホコリ、虫で汚れる（シャンデリアの上に防虫ネットなどの対策を考えた方がよい） 汚れのこびりつき ○
11 ガソリンランタンのオーバーホール（Ｍ） 燃料管等のスス落とし、つまりの落とし（分解して洗い、乾燥させるなど）　コールマンからメンテＭもあり。　髪の毛程度の細いジェネレータは重要部品だが、取り扱いに注意 Ｃ 燃焼の不安定、点灯しない。 時期を特定せず調子が悪くなったら。
12 ガソリンランタンのホヤ替・燃料補充（Ｍ）ホヤは専用のものを使用。燃料はホワイトガソリンを使用（４リッターで２０００円程度）　＊ホワイトガソリンでないと器具を傷めることがある Ｂ 使用不能・燃料切れ ○ ○ ○
13 電気掃除機をかける 小屋利用毎に掃除が望ましい。吸引には750Ｗの発電電源がフルに必要なので、使用時は必要のない他の電源（電灯など）は消す。 小屋の汚れ 年間を問わず随時利用時毎に行う
14 掃除機フィルター補充 年間を問わず随時利用時毎に行う
15
16 灯油の補充 18リットルポリタンクで買い出しする。古いものから順に使用するために補充年月を記録する。利用者が間違えないようにガソリンと区別して保管する。一冬６本程度は必要 １年以上経った灯油は芯を痛めてしまう ○ ◎（冬季分の荷揚） 不可
17 ストーブ点検・ふき清掃 芯の少ないものは型式調査して購入交換。ストーブの内部及び外の汚れを水ぶきでふき取る。 汚れがこびりついて焼き付き、汚くなる ○
18 ストーブ芯の交換 メーカーによって異なる。ストーブの型番を調べて注文する つきにくくなったり、黒煙が出たりする 時期を特定せず調子が悪くなったら。
19
20 コタツ（炭入れ）の状態確認 石綿が少なくなると熱で危険なので補充又は炭入れを新品にする。（ホームセンターでシーズン販売） ヤケド・火災 ○
21 灯油ポンプの点検 灯油ポンプを点検する（電池式のものは単一電池が必要） 電池液漏れによる故障 ○
22 豆炭の補充 ホームセンターで購入する。毎冬3袋程度を使う。豆炭は湿気を嫌うので袋を閉じて保管　（コタツでは１回１カ所につき５～6個程度の豆炭を使う） 冬季燃料切れ ○ ◎（冬季分の荷揚）
23
24 コタツ豆炭炭入れの石綿補充 コタツ豆炭炭入れの石綿は単独で売っている。（豆炭炭入れ本体が錆などで痛んだときは全部交換する→ホームセンターで販売・注文できる） 石綿がなくなるとヤケド・火災の恐れあり時期を特定せず調子が悪くなったら。
25
26
27 プロパンボンベ補充（常時3本） 妙高プロパンに連絡して補充を依頼する。２本は台所へ、予備のもう１本は倉庫に保管。ゴムホース類も点検する。（数年ごとにホースは変えた方がよい→ホームセンター） 燃料切れ ○ 不可
28 コンロ点検・ふき清掃 内部及び外の汚れを水ぶきでふき取る。 汚れがこびりついて焼き付き、汚くなる ○
29
30 建物 窓・雨戸のカギ点検 冬季は２Ｆのみカギ開放を確認する（多雪期は２Ｆ窓より小屋に入るため） 多雪期は２Ｆ窓より小屋に入れなくなる ○ ○

薄め液
防腐剤 ○

マスキングテープ
屋根の保守 塗料・薄め液・屋根パテ材 （ステンレス屋根に葺き変えた場合は塗装不要だが）キズ・穴が有る場合、屋根パテ材を埋める。 C 屋根の雨漏りと構造内部木部の腐り ○

除雪体制（計画） 冬季前に小屋委員会を中心にシーズンの体制を計画・広報する（１シーズン　４回程度　（一回１０名程度）　必要） 小屋の損傷・倒壊 ◎
除雪体制（実施時の連絡） 各月の除雪隊は次回の隊に状況を報告する（雪の状況・食料在庫状況など） ◎

冬季食料 買い出し 冬季保存食（除雪隊用保存食）、及び嗜好品（酒類）を車で荷揚げする。 冬季は人力で歩荷しなければならない ○
ネコ車 秋の倉庫収納　春の倉庫出し （冬前）水洗いしてドロを落とした後に防錆材（クレ556など）をしみ込ませた布で全体を拭く。南の倉庫に収納する　（春出し）タイヤ回転部にグリース（緑のチューブ）を入れ、タイヤには十分空気を入錆び付く、タイヤを痛める ○ ○
雪囲い （冬前）玄関に取り付ける。雪囲い基礎の修繕をする。（春）雪囲いを外して収納する。雪囲い基礎の修繕をする。囲い板に防腐剤をかける ○ ○
スコップ（角形） 秋の倉庫出し　春の倉庫収納 （冬前）玄関に出す。（春）水洗いしてドロを落とした後に防錆材（クレ556など）をしみ込ませた布で全体を拭く。南の倉庫に収納する。 ○ ○ 不可
スノーダンプ 秋の倉庫出し　春の倉庫収納 （冬前）玄関に出す。（春）水洗いしてドロを落とした後に防錆材（クレ556など）をしみ込ませた布で全体を拭く。南の倉庫に収納する。 ○ ○ 不可
わかん 冬季の準備 （冬前）点検して五八木荘に頼んで預ける。（除雪隊でスキーのない作業者用）　　　（春）　五八木より回収する。 ○ ○

新聞紙
電池

トイレットペーパー

ゴミ袋（ゴミ処理は小屋Ｍを参照）
町指定ごみ袋販売店　　杉ノ沢→農協杉ノ沢支所、池の平→→エビスヤ　／燃えるごみ用（グリーン）、燃えないごみ用（オレンジ）
　　　／大（６５×８５cm）１００円、中（４７×７０cm）６０円、小（３０×４５cm）３０円 ←原則各自持ちかえること 時期を特定せず随時。

殺虫剤
防虫剤
ダニアース(2F畳用)
防虫マット(2Ｆ畳下)
殺蟻剤
蚊取り線香
殺鼠剤

建物保守の道具 足袋
ハケ
軍手
ウェス、雑巾、新聞紙

火災保険更新
地代更新

その他（ガソリン保管）
ガソリン専用容器（スタンドで給油が可能な法定容器　金属製）　１８㍑　×３缶　４．５㍑　×２缶

主な実施時期

設備保守（電気）

小屋の年間管理業務

管理番号 種別 管理項目（Ｍは小屋にマニュアルＦあり） 注記 もし管理しないと

日常清掃

外部板の保守

管理区分

暖房類

灯火類保守

その他保守整備

設備保守（水道）

虫被害対策

備品補充

調理器具

雪下ろし



苗名小屋　備品管理台帳 記入者　　 笹倉　実

更新日 2002.9.15

管理番号 種別 備品名称 所要数量 現数量 要補充数量 保管場所

エンジン機械 ガソリン発電機 1 1 0 室内南側

エンジン機械 水ポンプ 1 1 0 室内南棚

エンジン機械 草刈機 1 1 0 室内東窓側

室内機械 掃除機 2 2 0 室内北側（本棚前）

燃料式灯火類 ホワイトガソリンランタン 1 2 -1 室内南棚ランタン置場

燃料式灯火類 灯油ランプ 3 4 -1 室内南棚ランタン置場

燃料式灯火類 ＥＰＩガスランタン 1 1 0 室内南棚ランタン置場

暖房 ストーブ 4 4 0 階段下

ガソリン携行缶

灯火類





苗名小屋　消耗品管理台帳
記入者　　 笹倉　実 台帳番号１／１

更新日 2002.9.15

品名 所要数量 現数量 要補充数量 補充年月日 備考

ホワイトガソリン４㍑ 4 4 0 ホワイトガソリンランタン専用（南棚ランタン置場）

レギュラーガソリン





記入者　　 笹倉　実 台帳番号１／１

更新日 2002.9.15

工具箱 備品名称 所要数量 現数量 要補充数量 保管場所 取得年月日 廃棄年月日 メンテ（Ｒ２０XX注意事項 備考

記入者　　 笹倉　実
更新日 2003.05.05
赤は鉄もの関係、青は木工関係

緑の工具箱その1（一般・自由使用） 備考 緑の工具箱その2（特殊工具）→痛めるので一般使用しないで備考 電動工具 備考 その他消耗品
（特殊工具管理担当：池原、笹倉ほかDIY幹事） ディスクグラインダー120mm ２台

ソケットレンチセット ウオ－タ－ポンププライヤ－　新 丸のこ タイラップ（中）
ノギス（簡易プラ製）（ダイソ-製） 彫刻刀セット（5本） ジグソー クレ556
釘抜き230mm 波板切鋸250mm ディスクグラインダー バナナ端子（オスメス）
鉄工ヤスリセット ハンディ－タッカ－＆ステプラ（MAX120F) 振動ドリル バッテリーターミナル
木工ヤスリ（ダイソ-製） 両面砥石 電動ドライバー カップブラシ（Dグラインダー用）
ウオ－タ－ポンププライヤ－ 電工ペンチセット（平型、O型、Y型端子あり） 砥石各種（Dグラインダー用：切断、研磨、荒削）
AC100V　予備コード（１m) 釘抜き390mm ナット・ボルト各種、釘、木ねじ各種、
ペンチ　×2 重い頭のハンマー 工具箱外の備品 備考
ラジオペンチ 畔挽鋸70mm
ドライバーセット（ダイソ-製） ボ-ド用ヤスリ350mm
スクレ－パ－ ノミ9mm×2　ノミ12mm×1（ダイソ-製）
時計ドライバ－セット コタツ炭用レバ－（予備）
金槌 厚手革手袋（溶接用手袋　予備×2）
金槌（釘抜き付） プラグレンチ（継手型） 発電機等
木槌 水準器
プラグレンチ（簡易型） バッテリーターミナル
スパナ（8×9、10×12、12×14、14×17） 万能鋸 鋼尺
スパナ（17×19　21×23） 金切鋸替刃 サシガネ
メガネレンチ（8×10、12×14、14×17） 電動ドライバ－ビットセット（2セット） 三脚ハシゴ
メジャ－5.5M センタ-ポンチ アルミ伸縮ハシゴ（7m）
腰袋 貫通ドライバ－（＋、－） 作業灯光器
カッタ－（中、大） 金槌　新 コードリール 2台
ペンチ ペンチ　新 工作用スタンドテーブル
ニッパ AC100V延長コード 三つ又プラグ
ラジオペンチ 木ハシゴ
ドライバ－（＋、－） 運搬用ネコ車（1輪車） 2台
たこ糸
その他水道配管類保管

その他
・ネジ、釘は基本的にステンレス製を使う（小屋環境での錆防止）
・工事用の電気（自家発電のAC100V）は屋内はコンセント、野外はコードリールで引け
る。

DIY工具管理台帳



苗名小屋　廃棄品管理台帳 台帳番号

廃棄品名称 数量 廃棄依頼者 依頼年月日 廃棄対応者 廃棄年月日 備考


